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P２、３	 病児保育の対象年齢を小学６年生まで拡大
P４	 日本・メキシコ両大使　来町
P５	 介護ワンポイント
P６、７	 まちのできごと
P８、９	 ピックアップ防災

写真：町介護保険被保険者を対象に
実施している
	「鶴亀くらぶ～介護予防運動教室～」
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　町では、体調不良で保育所や小学校に行けない児童を預かる病児保育室「パウルーム」
を多くの方に活用していただくため、対象の上限を就学前児から小学６年生まで引き上げ
ました。
　また保育所の保育料について、国の制度では、２人以上入所している世帯では第３子以
降は保育料無料ですが、町独自の制度として、小学３年生までのお子さんが３人以上いる
世帯で第３子以降を保育料無料としています。さらに、御宿町に在住し、小中学校に入学
する児童生徒に対して、入学準備金（体操服、ジャージの上下一組相当額）の支給を行う
など、子育てにかかる費用の負担軽減を図ります。

病児保育の対象年齢を小学６年生まで拡大新規事業を
紹介します

子育て支援

　

町
で
は
、
仕
事
等
の
都
合
に
よ
り
、

家
庭
で
病
気
療
養
中
の
お
子
さ
ん
の
育

児
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
外
房
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
病
児
保
育
室
「
パ

ウ
ル
ー
ム
」
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
対
象
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●
対
象
児
童（
次
の
全
て
を
満
た
す
方
）

・
町
内
に
住
む
生
後
６
か
月
～
小
学
６

年
生
ま
で
の
児
童

・
病
気
療
養
中
や
病
気
回
復
期
の
た

め
、
集
団
保
育
等
が
困
難
な
児
童

・
保
護
者
の
勤
務
等
の
都
合
に
よ
り
、

家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な
児
童

●
実
施
施
設

　

外
房
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

　

病
児
保
育
室
「
パ
ウ
ル
ー
ム
」

 

（
い
す
み
市
岬
町
和
泉
１
８
８
０

−

４
）

●
定
員　

１
日
に
つ
き
６
名

●
利
用
日
時

　

８
時
30
分
～
18
時　

月
～
金
曜
日

 

（
土
日
祝
、
年
末
年
始
は
休
み
）

体
調
不
良
で
保
育
所
や
小
学

校
に
行
け
な
い
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
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現
在
、
国
の
施
策
に
よ
り
、
２
人
以

上
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
の
保
育
所
利

用
時
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減

　

町
で
は
今
年
度
か
ら
、
町
内
に
住
む

子
ど
も
達
が
小
中
学
校
や
特
別
支
援
学

校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
に
就
学
す
る

に
あ
た
り
、
入
学
準
備
金
の
支
給
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▲御宿中学校入学式で入学準備金を
　手渡す様子

●
料
金

・
１
日　

２
，
０
０
０
円

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
保
育
室
で
用
意
す
る
場
合
の
昼
食
と

お
や
つ
は
別
途
負
担
と
な
り
ま
す
。）

・
半
日
（
４
時
間
）
１
，
０
０
０
円

・
生
活
保
護
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
場
合
は
無
料
で
す
。

・
当
日
ご
利
用
前
に
医
師
の
診
察
が
あ

り
ま
す
の
で
、
別
途
診
察
料
が
か
か

り
ま
す
。

 《
利
用
方
法
》

①
事
前
登
録

　

御
宿
町
病
児
保
育
事
業
利
用
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
保

健
福
祉
課
（
２
階
②
窓
口
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
請
書
の
受
付
後
、
御
宿
町
病

児
保
育
事
業
利
用
登
録
許
可
証
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

②
電
話
予
約

　

利
用
日
の
前
営
業
日
の
９
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

（
土
日
祝
、
年
末
年
始
は
休
み
）

※
予
約
が
定
員
数
を
超
え
た
場
合
は

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

予
約
電
話
番
号

☎
０
４
７
０

−

８
０

−

２
１
２
１

③
利
用
申
請
書
を
利
用
時
に
提
出

　

御
宿
町
病
児
保
育
事
業
利
用
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
利
用
当
日
、

パ
ウ
ル
ー
ム
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
、
町
内

保
育
所
、
パ
ウ
ル
ー
ム
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
医
師
の
診
察
（
診
察
料
が
か

か
り
ま
す
）
を
受
け
て
か
ら
パ
ウ
ル
ー

ム
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※
利
用
申
請
書
の
他
に
、
登
録
許
可

証
、
医
療
保
険
証
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

④
利
用
料
支
払
い

　

利
用
料
は
、
お
子
さ
ん
の
お
迎
え

の
際
に
パ
ウ
ル
ー
ム
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
持
ち
物
や
注
意
事
項
等
の

詳
細
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
介

護
班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
介
護
班

　

☎
０
４
７
０

−

６
８

−

６
７
１
６

３
人
目
の
お
子
さ
ん
は

　
　
　

保
育
料
が
無
料
で
す

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
年
収
３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯

　

お
子
さ
ん
の
年
齢
に
関
係
な
く
適
用

・
第
１
子　

全
額

・
第
２
子　

半
額

・
第
３
子
以
降　

無
料

●
年
収
３
６
０
万
円
以
上
の
世
帯

保
育
所
に
２
人
以
上
同
時
に
入
所
し

て
い
る
場
合

・
第
１
子　

全
額

・
第
２
子　

半
額

・
第
３
子
以
降　

無
料

　

町
で
は
国
の
施
策
に
加
え
、
年
収
３

６
０
万
円
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
次
の

制
度
を
実
施
し
、
多
子
世
帯
の
保
育
料

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
年
収
３
６
０
万
円
以
上
の
世
帯

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

３
人
以
上
い
る
場
合

・
第
３
子
以
降　

無
料

小
中
学
校
の
新
入
生
に

入
学
準
備
金
を
支
給
し
ま
す

　

こ
の
入
学
準
備
金
支
給
制
度
は
、
御

宿
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
全

な
成
長
を
願
い
、
ま
た
義
務
教
育
入
学

時
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
目
的

で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
支
給
金
額

・
小
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
小
学
部

　

３
，
０
０
０
円

 

（
体
操
服
上
下
一
組
相
当
額
）

・
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
中
学
部

　

８
，
０
０
０
円

 

（
ジ
ャ
ー
ジ
上
下
一
組
相
当
額
）

※
い
ず
れ
も
町
商
店
振
興
会
の
商
品
券

で
支
給
さ
れ
ま
す

　

入
学
準
備
金
は
、
町
内
の
学
校
に

就
学
す
る
児
童
生
徒
に
は
、
入
学
式

で
保
護
者
に
手
渡
し
、
特
別
支
援
学

校
及
び
町
外
の
学
校
に
就
学
す
る
児

童
生
徒
に
は
、
役
場
教
育
課
に
て
手

渡
し
ま
し
た
。
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山田  彰  駐メキシコ日本国特命全権大使
　カルロス・アルマーダ  駐日メキシコ合衆国大使  来町

　６月１８日（土）、山田　彰　駐メキシコ日本国特命全権大使とカルロス・アルマー
ダ　駐日メキシコ合衆国大使が御宿町に来町され、町内の各施設や、メキシコとゆかり
のある場所を視察されました。
　また同日、山田大使による講演「躍動するメキシコ～日本メキシコ関係の新たなるス
テージへ～」が町公民館にて行われ、日本とメキシコの経済関係、食事、文化など、幅
広い分野についてご講演をいただきました。
　講演の中で大使は、「メキシコにおいて日本食はブームを通り越して既に定着してい
るが、日本酒はまだ輸入量も少なく、あまり知られていないので、これから広めていき
たい。」と話されました。

▲日西墨三国交通発祥記念之碑

▲海洋生物環境研究所

▲月の沙漠記念館

▲岩瀬酒造

▲公民館での講演 ▲ドン・ロドリゴ上陸地
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　介護保険制度は、介護が必要な人や介護する家族の負担を社会全体で支えることを目的につ
くられた制度です。介護サービスの費用は、保険に加入している人（４０歳以上の人）の保険
料と、国や県、町による公費（税金）と、利用者の負担で賄われています。

○介護保険に加入する方（被保険者）
　第１号被保険者（６５歳以上の方）
　第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の医療保険に加入している方）
○介護保険料の財源

介護保険制度について

○介護保険サービス利用までの流れ
　要介護（要支援）認定の申請を役場保健福祉課（２階②窓口）で行います。
　↓
　認定調査及び主治医意見書の作成を行います。※主治医意見書は町から医療機関へ依頼します。
　↓
　介護認定審査会が行なわれ、認定結果が通知されます。
　↓

介護の必要度に応じて在宅サービス（訪問介護〈ホームヘルプ〉、通所介護〈デイサービス〉、
福祉用具貸与等）や施設サービス（特別養護老人ホーム入所等）等が利用できます。

○よくある質問
　Ｑ：介護保険はどのようなときにサービス利用ができますか？
　Ａ：身体状態等の低下に伴い、実際に介護保険サービスが必要となったときに要介護（要支援）
　　　認定を受けてサービス利用をしていただきます。
※介護保険料は以下の納期までに納めてください。

※介護給付、介護予防給付の財源構成（左）
介護保険サービスを受けたときの費用は、利用者本人が１割又は２割
を負担します。残りの９割又は８割のうち半分を第１号、第２号被保
険者の保険料で、残りの半分を国、県、町による公費（税金）で負担
します。　

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
8月1日 8月31日 9月30日 10月31日 11月30日 12月26日 1月31日 2月28日

問い合わせ　保健福祉課　福祉介護班　☎６８－６７１６
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▲拓殖大学大学院地方政治行政研究科委員長兼
　教授の秋山義継氏から委嘱状を受け取る町長

▲授業の様子

▲修祓式

▲茂怜羅　オズ選手によるデモンストレーション

拓殖大学大学院で町長が公開授業を実施
　６月２７日（月）、拓殖大学大学院地方政治行政研究科の授業「拓

ひら

く
力・地方の課題」で、石田町長が客員教授として講義を行いました。
　この授業は、社会の第一線で活躍している方を講師として招く公開授業で、県内外
の区長や市長、町長をはじめ、現職の議員等が講師を務める人気の授業です。
　石田町長は「地方創生への道」と題し、自らの体験に基づいた御宿町の現状や課題
について、講義を行いました。

　海開きとなった７月９日（土）、海水
浴場の安全を祈願して、修祓式が行われ
ました。
　今年も昨年に続いてオーストラリアか
ら４名の上級ライフセーバーを招き、御
宿海岸を安心・安全に利用できるよう、
監視活動に取組んでいただきます。

御宿の夏が始まりました
海開き・ビーチサッカー大会開催

　また、修祓式の後にはビーチサッカー大
会が行われました。当日はあいにくの天気
でしたが、参加者は楽しく試合を行ってい
ました。
　大会には、ＦＩＦＡワールドカップフラ
ンス大会日本代表メンバーの名良橋　晃選
手や、ビーチサッカー日本代表キャプテン
の茂怜羅（モレイラ）オズ選手がゲストと
して登場し、参加者に砂の上でのパスの出
し方などについてアドバイスをしました。
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▲ボードを使った訓練

▲年少組さんのダンス発表

　７月６日（水）、御宿保育所で七夕ま
つりが行われ、歌やダンス、劇などを楽
しく披露しました。
　園児たちが一生懸命作った七夕飾り
は、公民館等の町内施設に置かれ、そこ
を訪れた人たちによって、願い事を書い
た短冊が飾られました。

　７月は、町内小中学校でライフセー
ビングを取り入れた授業が行われまし
た。
　この授業は平成２６年度から地域の
特色ある教育として実施しており、海
やプールでの事故防止の取り組みや、
人を助ける・自分が助かるための技術
を、実践的に学びます。
　７月７日（木）は、御宿中学校の３
年生が、海での最後の授業を受けまし
た。

願いごとが叶いますように
保育所　七夕まつり

命の海洋教育
町内小中学校でライフセービング教室を実施
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リース承りますリース承ります

飾付から撤去まで飾付から撤去まで

盆提灯

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

ピックアップ防災 Vol.42

消防操法大会で第８分団が優秀賞を受賞！

　平成２８年６月１９日（日）、勝浦市芸術文化交流センター（キュステ）駐車場で（公
財）千葉県消防協会夷隅支部第４９回消防操法大会が開催されました。
　町からはポンプ車操法の部へ第８分団（上布施・実谷・七本）が出場しました。
　消防防火活動における基本動作となる操法技術ですが、消防団の連携強化と技術向上を図
るため、連日の厳しい訓練を経ての出場となり、優秀賞を受賞しました。
　また、ポンプ車操法個人の部において、吉野雅弘さん（２番員）が最優秀賞を受賞しました。

【大会結果】
　　≪ポンプ車操法の部≫　　　  ≪小型ポンプ操法の部≫
　最優秀賞　いすみ市消防団　　最優秀賞　いすみ市消防団
　優 秀 賞　御宿町消防団　　　 優 秀 賞　大多喜町消防団
　敢 闘 賞　大多喜町消防団　　 敢 闘 賞　勝浦市消防団
　敢 闘 賞　勝浦市消防団　　　　 

【第８分団出場者】
指揮者　佐

さ と う

藤　和
かずとし

敏
１番員　石

い し い

井　智
ともゆき

之
２番員　吉

よ し の

野　雅
まさひろ

弘
３番員　吉

よ し の

野　貴
た か し

志
４番員　石

い し い

井　智
と も や

也
補助員　大

お お ち

地　和
かずひで

秀
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普通救命講習を実施します

危険物取扱者保安講習を実施します

住宅用火災警報器の点検をしましょう

講習種別　普通救命講習Ⅰ
日　　時　９月４日（日）９：００～１２：００（３時間）　受付　８：３０～８：５５
場　　所　夷隅郡市広域市町村圏事務組合大原消防署　２階会議室
　　　　　（いすみ市大原６７７９番地１）
内　　容　AEDを含む心肺蘇生法（成人）、大出血時の止血法
対　　象　中学生以上の方３０名
費　　用　無料
※講習修了者には終了証を交付します。
※実施日の３日前までに最寄りの消防署（分署）に直接または電話で申し込んでください。
申込・問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　御宿分署
　　　　　　　　　☎８０－０１３６

　危険物取扱者免状の交付を受け、危険物の取り扱いに従事されている方は、決められた期間内(保安
講習を受講した日以降の最初の４月１日から３年以内)に受講しなければなりませんので、お申し込み
ください。
日　　　時　１０月７日（金）
場　　　所　長生村文化会館
受 付 期 間　８月２２日（月）～２６日（金）
受 付 場 所　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部２階　予防課(夷隅郡大多喜町船子７３－２)
講習手数料　千葉県収入証紙　４，７００円分
※受講申請書は、消防本部・勝浦消防署・大原消防署・大多喜分署・御宿分署・夷隅分署・岬分署に用
意してあります。
問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　予防課
　　　　　　☎８０－０１３２

　住宅用火災警報器は、電池が切れると作動しなくなりますので、ひもやボタンを押して、年２回を目
安に時期を決め点検をしましょう。
　また、ホコリが入ると誤作動を起こす場合がありますので、定期的に掃除を行いましょう。
 （電池が少なくなると音や光で知らせるものがあります。）

全国統一防火標語　「消しましょう 　その火その時　 その場所で」

問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　予防課　☎８０－０１３２
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●
人
口

　

７
，７
３
７ 

（
▲
10
）

　

男
３
，６
６
３　

女
４
，０
７
４

　

世
帯
数
３
，６
８
３

（
平
成
28
年
６
月
30
日
現
在
）

●
慶
弔

　

出
生
０　
　
　

死
亡
15

（
平
成
28
年
６
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数　

０　
　

　

救
急
件
数　
　
　

43

（
平
成
28
年
６
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

　

発
生
件
数　

12

　

死
者
数　

０　
　
　

　

負
傷
者
数　

13　

（
平
成
28
年
１
月
１
日
～

　

平
成
28
年
６
月
30
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
量　

５
５
８
，０
０
０
㎥

　

貯
水
率　

９
６
．４
％

（
平
成
28
年
７
月
４
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

　

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
カ

　

月
に
１
度
と
な
り
ま
し
た
。

●
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　

延
べ
４
５
５
人

　

（
平
成
28
年
６
月
中
）

ま
ち
の
う
ご
き

耕
作
放
棄
地
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

農
地
が
耕
作
さ
れ
ず
に
荒

廃
し
て
し
ま
う
と
、
病
害
虫

の
発
生
源
や
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
、
有
害
獣
の
す
み
か
に
な
る

な
ど
、
地
域
の
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

国
や
県
で
は
、
耕
作
さ
れ

な
い
状
況
が
続
き
、
荒
れ
て

し
ま
っ
た
農
地
を
引
き
受
け

て
、
再
生
利
用
す
る
方
を
対

象
に
、
荒
廃
農
地
の
雑
木
等

の
伐
採
な
ど
の
再
生
作
業
や

荒
廃
農
地
の
再
生
利
用
に
必

要
な
用
排
水
路
等
の
整
備
な

ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
地
域
や

集
落
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

再
生
農
地
の
担
い
手
や
活
用

方
法
を
検
討
す
る
取
り
組
み

の
支
援
や
、
農
地
中
間
管
理

機
構
な
ど
を
活
用
し
た
農
地

の
貸
借
を
す
す
め
、
農
地
の

荒
廃
化
防
止
に
つ
な
げ
て
い

福
祉
施
設
・
事
業
所
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

親
子
で
ピ
ザ
づ
く
り
＆
カ
ッ

タ
ー
体
験
を
開
催
し
ま
す

ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
産
業
観
光
課

又
は
千
葉
県
農
地
・
農
村
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
産
業
観
光
課

☎
０
４
７
０

−

６
８

−

２
５
１
３

　
千
葉
県
農
地
・
農
村
振
興
課

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
８
６
２

　

千
葉
県
福
祉
人
材
確
保
・

定
着
夷
隅
推
進
委
員
会
で

は
、
茂
原
公
共
職
業
安
定
所

い
す
み
出
張
所
と
の
共
催
に

よ
り
、
福
祉
施
設
・
事
業
所

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

福
祉
の
職
場
に
就
職
を
希

望
す
る
方
、
ま
た
事
業
内
容

等
の
説
明
を
聞
き
た
い
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

　

鴨
川
青
年
の
家
で
は
、

親
子
で
ピ
ザ
づ
く
り
＆
カ
ッ

タ
ー
ボ
ー
ト
体
験
を
開
催
し

ま
す
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る

大
切
さ
や
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
４
日（
日
）

　

９
時
30
分
～
16
時

▼
参
加
費

　１
，０
０
０
円

（
材
料
費
、
保
険
料
な
ど
）

▼
内
容

　

午
前
：
野
外
で
ピ
ザ
・
焼
き

　

そ
ば
作
り

　

午
後
：
鴨
川
漁
港
に
て

　

カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
体
験

御宿町活力ある　　　
ふるさとづくり寄附金
平成２８年度６月末日現在

　寄附件数　　　　寄附総額
　　 ４８８件　　　８３１万５千円

ふ
る
さ
と

納

　
　税

記念品の提供については、企画財政課（６８－２５１２）
へお問い合わせください。

ま
す
。

▼
日
時

　

８
月
21
日（
日
）

　

９
時
～
17
時

▼
場
所　

町
公
民
館

▼
求
人
内
容

　
介
護
職
員
、
障
害
者
支
援
員
、

　

看
護
職
員　

等

（
夷
隅
郡
市
各
福
祉
施
設
が

　

参
加
し
ま
す
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

障
害
者
支
援
施
設

　

ピ
ア
宮
敷　

担
当　

内
野

☎
０
４
７
０

−

８
７

−

９
６
３
１

▼
対
象　

小
学
生
と
保
護
者

▼
定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　

８
月
４
日（
木
）９
時
か
ら

電
話
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

受
付
後
、
参
加
申
込
用
紙
を

郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り

　

８
月
28
日（
日
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
・
会
場

　

〒
２
９
９

−

２
８
６
２

　

県
立
鴨
川
青
年
の
家

　

鴨
川
市
太
海
１
２
２

−

１

☎
０
４

−

７
０
９
３

−

１
６
６
６

FAX
０
４

−

７
０
９
３

−

５
４
９
０
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1 月
●介護保険料第1期納期限
●国民健康保険税第１期納期限
●後期高齢者医療保険料第１期納期限
●固定資産税第２期納期限

2 火
3 水
4 木 ●おんじゅく花火大会
5 金 ●子宮がん検診　9:30～15:00　保健
6 土 ●燃やせるゴミ特別収集
7 日
8 月
9 火 ●乳児相談　13:30～15:00　保健
10 水
11 木
12 金
13 土 ●プラスチック類特別収集
14 日
15 月
16 火
17 水
18 木 ●水中ウォーキング教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

19 金 ●2016ビーチバレームーンカップin御宿
●アクアビクス　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

20 土 ●子宮がん検診　9:30～15:00　保健
●プールイベント（ONJUKU　ｄｅ　メヒコ）

21 日 ●サンデーオープン　9:00～12:00
●プールイベント（ONJUKU　ｄｅ　メヒコ）

22 月

23 火 ●１歳半・３歳児健診　保健
　１歳半児 13:15～13:30　３歳児 13:30～13:45

24 水

25 木 ●子育て相談　10:00～11:30　御児
●水中ウォーキング教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

26 金 ●健康相談　13:30～15:00　公民
●アクアビクス　14:00～15:00

27 土
28 日
29 月
30 火

31 水
●介護保険料第2期納期限
●町県民税第２期納期限
●国民健康保険税第２期納期限
●後期高齢者医療保険料第２期納期限

タウンカレンダー　８月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

夏な
つ

の
夜よ

や
祖そ

ぼ母
の
面お

も
か
げ影

我わ
れ

に
あ
り　
　
　

本
吉　
　

愛

油あ
ぶ
ら
え絵

の
重お

も

た
く
暗く

ら

い
梅つ

ゆ雨
の
宿や

ど　
　
　
　

佐
野
志
保
子

夏
の
海う
み

都と

会か
い

の
香か

お

り
連つ

れ
て
来く

る　
　
　

佐
藤
き
よ
み

若じ
ゃ
く
ち
ゅ
う
冲
が
描か

け
ば
ど
う
な
る
雨あ

ま
が
え
る蛙　
　
　
　

李　
　

泰
久

町ま
ち

工こ
う
ば場
消き

え
ゆ
く
蒲か

ま
た田
燕つ

ば
め

来く

る　
　
　
　
越
川　
　

悟

一い
っ
け
い茎

は
水も

ず

に
傾か

た
む

き
花は

な

菖し
ょ
う
ぶ蒲　

　
　
　
　
　

安
岡　

信
子

夏
の
夜
の
渚な
ぎ
さ

に
浮う

か
ぶ
影か

げ

ふ
た
つ　
　
　

越
川
の
り
子

ふ
る
里さ
と

の
主ぬ

し

は
誰だ

れ

ぞ
や
雨
蛙　
　
　
　
　

大
曽
根
利
枝

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【夏の夜・雨蛙】

雨あ
め

降ふ

り
の
信し

ん
ご
う号

鳴な

ら
す
雨
蛙　
　
　
　

菊
池　

武
夫

巣す

を
壊こ

わ

す
人
を
恨う

ら

ま
ぬ
燕
か
な　
　
　

本
吉
美
絵
子

祝し
ゅ
く
ぜ
ん膳
の
あ
と
を
新し

ん
ち
ゃ茶
が
し
め
く
く
り　

桜
谷　

敬
蔵

紋も
ん
つ
き付
の
衣き

ぬ

を
ま
と
ひ
て
梅
雨
の
蝶

ち
ょ
う　
　

岡
本　

俊
康

ご
褒ほ
う
び美
に
風ふ

う
せ
ん船
貰も

ら

ふ
注ち

ゅ
う
し
ゃ射
の
子　
　
　

鶴
岡
と
く
路

◉
若
冲
＝（
じ
ゃ
く
ち
ゅ
う
）
伊
藤
若
冲
。

　
　
　
　

江
戸
中
期
の
画
家
で
京
都
の
人
。
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　乗合運行エビアミー号をご利用する際
は、事前に登録が必要です。役場企画財政
課（４階②窓口）又は町公民館でお申込み
ください。
問い合わせ
　企画財政課　TEL	６８－２５１２

⑨御宿台案内所

⑪久保ガード入口

⑩御宿台パークゴルフガーデン前

⑫布施郵便局

乗合運行エビアミー号
　乗降場所を４か所増やしました
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